
　大城区では、愛の福祉ネットワーク城栄会
が中心になって高齢者の見守りや助け合いを
行っています。活動内容を推進委員長の浦田
友幸さんに伺いました。

【活動のきっかけ】
　城栄会が活動するようになったきっかけは、
平成 25年に行われた災害実働避難訓練です。
訓練の参加者の中から、「元気な高齢者が地域
を守ろう」という声があがり、高齢者の見守
りや助け合いの活動が始まりました。現在 18
人の会員が活動を行っています。

【活動内容】
　①草刈りなどによる公園の管理、②有線放
送の線の管理をするための剪

せん

定、③ごみステ
ーションの管理、④敬老の日にお祝いの赤飯
を炊き、80歳以上の人に配ることなどのほか
に、特徴のある取り組みとして、ＯＤＳ活動
があります。

【ＯＤＳ活動とは】
O＝オッチャン・オバチャン、
D＝デリバリー、
S＝サービス
の略で、城栄会の会員（オッチャン・オバチ
ャン）が 80 歳以上の女性の一人暮らし世帯
を対象に、月・水・金曜日の週３回、13世帯
を巡回訪問し、見守りや手助け（デリバリー）
活動（サービス）をすることです。
　大城区の面積は広く、また高低差もあるの
で、訪問の際は軽自動車や原動機付自転車を

使っています。訪問時に安否確認を行い、そ
の時に困りごとなども尋ね、手助け活動につ
なげていきます。これまでに、枝の刈り込み
や蛍光灯の交換などを行いました。今では作
業を依頼する電話もかかってくるようになり
ました。
　ＯＤＳの支援は、①利用料は取らない、②
できるかできないかはＯＤＳで判断する、③
交換部品などの実費は利用者負担などのルー
ルに基づいて行われています。
　会員の皆さんは、地域で暮らす高齢者が安
心して生活できるよう「大城区から孤立死だ
けは絶対に出さない」という強い気持ちで活
動しています。

【これからの目標】
　今後、区長や組長との連携をさらに強め、
見守りや手助けを広めていきたいです。この
ような取り組みは、身近なところで助け合い
の輪が生まれます。それがさまざまな地域で
広まると、芦屋町はもっと住みよい町になる
と思います。

ＯＤＳ活動を行っているＯＤＳチーム

� （文：芦屋町社会福祉協議会）

地域の中での見守りと助け合い
～愛の福祉ネットワーク城栄会の取り組み～　＜大城区＞

私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽高齢者支援係（☎２２３局３５３６）　
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福
岡
県
で
は
特
定
不
妊
治
療
費
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
１
日

以
降
に
治
療
が
終
了
（
中

断
含
む
）
し
、
助
成
申

請
に
該
当
す
る
人
は
、

申
請
期
限
が
令
和
２
年

３
月
31
日
火
ま
で
で
す
。

　

助
成
金
額
や
回
数
な
ど
、
詳
細
は
事

前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�
対
象
治
療　

指
定
医
療
機
関
で
、
特

定
治
療
（
体
外
受
精
ま
た
は
顕
微
授

精
）
ま
た
は
特
定
治
療
と
併
せ
て
男
性

不
妊
治
療
を
行
っ
た
法
律
上
の
夫
婦

▽�

所
得
制
限　

前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
、
７
３
０
万
円
未
満
の
夫
婦

▽��

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
係

（
☎
〈
０
９
４
０
〉
３
７
局
４
０
７
０
）

※�

芦
屋
町
で
も
県
の
助
成
に
上
乗
せ
し
、

不
妊
治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

済
ん
で
い
ま
す
か

　

下
表
の
対
象
者
は
、
高
齢
者
肺
炎
球

菌
定
期
予
防
接
種
費
用
が
令
和
２
年
３

月
31
日
火
ま
で
一
部
公
費
負
担
（
課
税

世
帯
の
人
が
外
来
で
接
種
し
た
場
合
、

約
６
千
円
を
町
が
負
担
）
し
ま
す
。
接

種
し
て
い
な
い
人
は
早
め
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
す
で
に
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
し
た
こ
と
の
あ
る

人
は
対
象
外
で
す
。

※�

接
種
の
際
に
ハ
ガ
キ
（
対
象
者
に
平

成
31
年
３
月
末
に
送
付
し
て
い
ま
す
）

の
持
参
が
な
い
と
接
種
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行

し
ま
す
の
で
、
印
鑑
・
本
人
確
認
の

書
類
、
代
理
人
の
場
合
は
代
理
人
の

本
人
確
認
の
書
類
も
合
わ
せ
て
、
健

康
づ
く
り
係
ま
で
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※�

60
歳
～
64
歳
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障

が
い
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）

が
あ
り
、
医
師
が
接
種
を
必
要
と
認

め
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
費
用　

２
５
０
０
円
（
課
税
世
帯
）

※�

生
活
保
護
受
給
者
と
町
民
税
非
課
税

世
帯
（
家
族
全
員
が
非
課
税
）
の
人

は
無
料
で
す
。
無
料
の
人
は
、
左
記

の
書
類
を
接
種
前
に
医
療
機
関
へ
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
、
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
、
介
護
保
険
特

定
負
担
限
度
額
認
定
証
、
介
護
保
険

料
額
決
定
通
知
書(

所
得
段
階
１
・
２
・

３)

、
診
療
依
頼
書

※�

無
料
対
象
者
で
、
書
類
を
持
っ
て
い

な
い
人
は
、
接
種
前
に
健
康
づ
く
り

係
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
接
種

を
受
け
る
前
に
必
ず
、
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
）を
持
っ
て
、

健
康
づ
く
り
係
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※�

対
象
者
と
世
帯
が
異
な
る
（
住
民
票

が
同
じ
で
あ
っ
て
も
世
帯
分
離
を
し

て
い
る
場
合
を
含
む
）
人
が
代
理
申

請
を
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

健
康

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

芦屋町ホームページ　http://www.town.ashiya.lg.jp

対象者 生�年�月�日
65 歳 昭和 29年４月２日　～� 30 年４月１日
70 歳 昭和 24年４月２日　～� 25 年４月１日
75 歳 昭和 19年４月２日　～� 20 年４月１日
80 歳 昭和 14年４月２日　～� 15 年４月１日
85 歳 昭和 9年４月２日　～� 10 年４月１日
90 歳 昭和 4年４月２日　～� 5 年４月１日
95 歳 大正 13年４月２日　～� 14 年４月１日
100 歳 大正 8年４月２日　～� 9 年４月１日
101 歳以上 大正 8年４月１日以前
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歯
周
病
検
診
は
受
け
ま
し
た
か

　

歯
周
病
は
歯
を
失
う
原
因
で
最
も
多

く
、
近
年
、
全
身
疾
患
と
の
関
連
性
も

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た

め
、
定
期
的
な
歯
科
医
院
で
の
チ
ェ
ッ

ク
が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
の
歯
周
病
検
診
の
実
施
期
間

は
、
２
月
29
日
土
ま
で
で
す
。
こ
の
機

会
に
検
診
を
受
け
て
、
口
の
中
の
状
態

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※�

対
象
者
に
は
、
５
月
中
旬
に
歯
周
病

検
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
な
く

し
た
場
合
は
、
印
鑑
・
本
人
確
認
の

書
類
（
代
理
人
の
場
合
は
代
理
人
の

本
人
確
認
の
書
類
が
必
要
）
を
健
康

づ
く
り
係
に
持
参
す
る
と
再
発
行
し

ま
す
。

▽
費
用　

６
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

▽
町
内
の
実
施
医
療
機
関

◦�

高
島
歯
科
医
院
（
☎
２
２
３
局
１
５

１
５
）

◦�

若
松
歯
科
医
院
（
☎
２
２
２
局
３
３

３
３
）

※�

町
外
の
実
施
医
療
機
関
は
、
健
康
づ

く
り
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▽�

と
き　

２
月
７
日
金
・

午
前
９
時
30
分
～
午
後

１
時
（
９
時
15
分
か
ら

受
け
付
け
）

▽�
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階

▽�
内
容　

生
活
習
慣
病
の
合
併
症
に
つ

い
て
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の

調
理
実
習

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　

15
人

▽
参
加
費　

無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▽�

申
し
込
み　

１
月
31
日
金
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

「
認
知
症
介
護
者
の
集
い
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
の
介
護
は
戸
惑
い
が
多

く
、
同
じ
経
験
を
持
つ
皆
さ
ん
が
集
ま

り
よ
り
よ
い
介
護
が
で
き
る
よ
う
に「
認

知
症
介
護
者
の
集
い
」
を
行
い
ま
す
。

健
康

・
子
育
て

芦屋町ホームページ　http://www.town.ashiya.lg.jp

２月の日曜開館日　２日、16 日

✿すくすく広場「豆まき」

▽�とき　２月３日月・午前 10時～ 11時
※事前に申し込みをしてください。

✿にこにこ絵本

▽�とき　２月６日木・午前 10時 45分～ 11時 15分

✿絵本タイム

▽�とき　２月 21日金・午前 11時～ 11時 30分

✿育児相談　

【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談

▽ �とき　２月 10日月・午前 10時 30分～ 11時 30分

▽ �持ってくるもの　家で作った離乳食や市販のベビー
フード

【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談

　２月の相談日はありませんが、気になる事があれば気
軽にお電話してください。次回は３月９日月の予定です。
�※町外の人も相談できます。（予約不要）
【ほほえみ相談】小児専門の臨床心理士による相談

▽ �とき　２月 25日火・午前 10時～正午
※予約は芦屋町に住んでいる人のみです。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　２月 19日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもち
ゃを用意して待っています。

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●�問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
�「たんぽぽ」（☎２２１局２５６７）

対象者 生�年�月�日

40 歳 昭和54年４月１日～55年３月31日

50 歳 昭和44年４月１日～45年３月31日

60 歳 昭和34年４月１日～35年３月31日

70 歳 昭和24年４月１日～25年３月31日

福
祉

・
相
談
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▽�
と
き　

２
月
８
日
土
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
人
や
経
験
者

▽�

内
容　

座
談
会
を
中
心
と
し
た
情
報

交
換
・
知
識
の
習
得

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

10
人

▽�

申
し
込
み　

２
月
３
日
月
ま
で
に
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３

６
）
へ

※�

筆
記
用
具
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
相
談

　

児
童
や
障
が
い
の
あ

る
人
、
高
齢
者
な
ど
に

対
し
て
、
在
宅
や
福
祉

施
設
で
提
供
さ
れ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
現
在
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
、
契
約
内

容
を
把
握
し
て
い
る
人
な
ど
で
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
苦
情
が
事

業
所
と
話
し
合
い
で
解
決
し
な
い
場
合

は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
運
営
適
正
化

委
員
会
事
務
局
（
☎
〈
０
９
２
〉
９

５
１
局
３
５
１
１
）

※
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

人
権
生
活
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎
１
月
16
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

１
月
30
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
・
就
職
・
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�
橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

中
間
・
遠
賀
地
区
出
張
労
働
相
談
会

　

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
い
じ
め
・
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
労
働
相
談

に
、
福
岡
県
北
九
州
労
働
者
支
援
事
務

所
職
員
が
面
談
で
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。

▽�

と
き　

１
月
24
日
金
・
午
後
５
時
～
８

時
（
午
後
７
時
30
分
ま
で
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

水
巻
町
役
場
別
館
（
水
巻

町
頃
末
北
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

北
九
州
労
働
者
支
援

事
務
所
（
☎
〈
０
９
３
〉
９
６
７
局

３
９
４
５
）

学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
児
童
募
集

　

共
働
き
な
ど
で
、
保
護

者
が
家
庭
に
い
な
い
児
童

を
対
象
に
、
学
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
令

和
２
年
度
の
入
会
を
希
望

す
る
保
護
者
は
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　

町
内
の
小
学
校
に
在
校
し
て

い
る
児
童
で
、
下
校
時
に
保
護
者
が

不
在
の
児
童

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
入
会
を
制

限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

開
設
時
間　

平
日
＝
下
校
時
～
午
後

６
時
30
分
、
土
曜
日
・
休
校
日
＝
午

前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
（
日
・

祝
日
と
お
盆
、
年
末
年
始
は
休
み
）

▽��

保
育
料　

月
額
６
０
０
０
円
（
減
額
・

減
免
措
置
あ
り
）

※�

お
や
つ
代
１
日
１
０
０
円
と
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
（
入
会
時
の
み
）
が
別
途

必
要
で
す
。

▽�
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月
３

日
月
～
17
日
月
に
、
子
育
て
支
援
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
３
７
）
へ

※�

申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の
勤
務
先

の
在
職
証
明
な
ど
が
必
要
で
す
。
様

式
は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
と
子
育
て
支

援
係
に
あ
り
ま
す
。

北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校
の

令
和
２
年
度
入
学
者
募
集

▽�

対
象　
【
幼
稚
部
】
平
成
28
年
４
月
２

日
～
平
成
29
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
幼
児
、【
高
等
部
】
専
攻
科
理
療
科

特
別
支
援
学
校
高
等
部
、
高
等
学
校
、

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
人
か
令

和
２
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
ま

た
は
、
学
校
施
行
法
規
則
で
そ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
人

▽�

志
願
資
格　
【
幼
稚
部
・
高
等
部
】
両

眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３
未
満

の
人
ま
た
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障

が
い
が
高
度
の
も
の
の
う
ち
、
拡
大

鏡
な
ど
の
使
用
に
よ
っ
て
も
通
常
の

文
字
、
図
形
な
ど
の
視
覚
に
よ
る
認

識
が
不
可
能
ま
た
は
、
著
し
く
困
難

な
程
度
の
人
で
、
原
則
と
し
て
保
護

者
と
と
も
に
本
県
に
在
住
し
て
い
る

人
。
※
医
師
の
診
断
書
（
本
校
指
定

様
式
）
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

募
集
期
間　

１
月
31
日
金
～
２
月
７

日
金

▽�

入
学
検
査　
【
幼
稚
部
】２
月
14
日
金
、

【
高
等
部
】
３
月
９
日
月

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
立
北
九
州
視

覚
特
別
支
援
学
校(

☎
〈
０
９
３
〉

６
５
１
局
５
４
１
９
）
へ

募
集
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芦
屋
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

委
員
を
募
集

　

少
子
化
の
進
展
、

共
働
き
世
帯
の
増

加
、
子
ど
も
が
権
利

の
主
体
で
あ
る
こ
と

を
明
記
し
た
児
童
福

祉
法
の
改
正
な
ど
、

子
ど
も
や
子
育
て
家

庭
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
き
て

お
り
、
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施

策
を
進
め
て
い
く
た
め
に
策
定
し
た「
芦

屋
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
進
み
具
合
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
確

認
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
は
、
こ
の
よ

う
な
家
庭
の
福
祉
推
進
に
関
す
る
意
見

を
い
た
だ
く
委
員
会
で
す
。

▽�

募
集
人
数　

２
人
程
度

▽�

応
募
資
格　

令
和
２
年
１
月
１
日
現

在
、
20
歳
以
上
で
町
内
に
住
ん
で
い

る
か
、
通
勤
し
て
い
る
人
で
、
子
育

て
や
子
育
て
家
庭
支
援
に
関
心
が
あ

っ
て
、
年
２
回
程
度
、
昼
間
の
会
議

に
出
席
で
き
る
人

▽�

任
期　

２
年
間

▽�

応
募
方
法　

１
月
31
日
金
（
必
着
）

ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
で
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
健

康
・
子
ど
も
課
、
中
央
・
芦
屋
東
・

山
鹿
の
各
公
民
館
で
配
布
、
ま
た
は

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
０
７

－

０
１
９
８
（
住
所
不
要
）
芦
屋
町
役

場
健
康
・
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
３
７
）

介
護
保
険
広
域
連
合
遠
賀
支
部

認
定
調
査
員
募
集

　

介
護
保
険
に
関
す
る
訪
問
調
査
業
務

を
行
う
認
定
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

１
次
試
験　

２
月
９
日
日

▽�

２
次
試
験　

２
月
20
日
木

▽�

募
集
人
数　

１
人

▽�

受
験
資
格　

昭
和
31
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
・
看

護
師
・
准
看
護
師
・
社
会
福
祉
士
・

介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
ち
、
自
家
用

車
（
２
輪
車
を
除
く
）
で
調
査
活
動

が
で
き
る
人

▽�

雇
用
期
間　

４
月
１
日
水
～
令
和
３

年
３
月
31
日
水
（
雇
用
延
長
あ
り
）

▽�

勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分
～
午
後

５
時
（
週
４
日
勤
務
）

▽�

報
酬　

年
２
４
０
万
円
（
社
会
保
険
・

雇
用
保
険
有
、
通
勤
手
当
別
途
）

▽�

申
し
込
み　

１
月
14
日
火
～
１
月
31

日
金
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
、
介
護

保
険
広
域
連
合
遠
賀
支
部
（
☎
２
９

１
局
５
２
６
６
）、
ま
た
は
高
齢
者
支

援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
６
）
へ

※�

申
込
用
紙
は
介
護
保
険
広
域
連
合
遠

賀
支
部
（
遠
賀
町
役
場
横
）
や
遠
賀

郡
内
各
町
役
場
福
祉
課
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

老
人
憩
の
家
管
理
人
募
集

　

町
が
設
置
し
、
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
管
理
す
る
「
老

人
憩
の
家
」
の
管
理

人
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
て
、
健
康

面
で
業
務
上
の
支
障
の
な
い
人

▽�

内
容　

①
ボ
イ
ラ
ー
や
防
火
設
備
の

操
作
と
管
理
、
浴
場
の
清
掃
・
点
検
、

憩
の
家
管
理
事
務
な
ど�

②
利
用
者
の

応
対
、
湯
茶
の
提
供
、
館
内
の
清
掃
・

点
検
な
ど

▽
募
集
人
数　

①
②
と
も
若
干
名

▽�

雇
用
期
間　

４
月
～
令
和
３
年
３
月

▽�
勤
務
時
間　

①
②
と
も
午
前
９
時
～

午
後
５
時
の
隔
週
勤
務

※�

日
曜
日
・
盆
・
年
末
年
始
は
休
館
日

▽�

賃
金　

芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

規
定
に
よ
る

▽�

申
し
込
み　

２
月
７
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２
２
２

募
集

広
告

PETがん健診は

で早期発見！がん健診は、PositoronEmissionTomography
（陽電子放 射 断層撮 影）

資料請求
お問い合わせ

①お電話ください ②インターネットにて
0120-66-2503 北九州 PET 検索

PCサイト〒803-0812 北九州市小倉北区室町3-1-2 （代）TEL.093-591-2503

ぜひ、このような方は
PETがん健診をお受けください。

“健康のための道しるべ”“健康のための道しるべ”

●健康状態に不安のある方 
●がん家系の方 
●安心したい方
●がん経験者（再発および転移の確認）
●人間ドックやがん検診を受けていない方

ずっと元気で
いてほしいから

広
告

対
象
者

給
付
金

弁
護
士
費
用

～集団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ～

型肝炎訴訟
給 付 金 請 求

完全予約制

無 料 個
別 相 談 会

0120-013-621
昭和16年7月2日～

昭和63年1月27日生まれ
※ご遺族の方も給付金請求できます

※病態に応じて給付金等の内容が
異なります

50万円～3,600万円 成功報酬制
※訴訟実費別途

着手金●相談料 無料

1/23 (木) ハピネスなかま　会議室2

1/24 (金) 黒崎ひびしんホール　会議室B
9:00
18:00

～ 無料電話相談
 同時受付中! 

平
日

□TEL 03-5363-6333

□http://precious-law.jp/

□E-mail:info@precious-law.jp

□FAX 03-5363-6334  

東京都新宿区四谷4-3 福屋ビル6-A  【営業時間】 平日 9：00～18：00

1114_ 福岡県 _ 遠賀郡 _ 芦屋町広報誌 _ 相談会 h50w87_1c■11/14 入稿

弁護士 饗庭亨一「あいば こういち」東京弁護士会所属 登録番号35029
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局
２
８
６
６
）
へ

※�
所
定
の
申
込
書
（
芦
屋
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
採
用
に
際
し
て
面
接
を

行
い
ま
す
。
面
接
日
時
は
申
し
込
み

時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

　

地
方
公
務
員
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
制
度

が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
一
会
計

年
度
内
を
任
期
と
し
て
任
用
さ
れ
る
非

常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
業
務
内
容

は
、
正
規
職
員
の
補
助
的
業
務
や
専
門

的
な
業
務
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
働
く

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期　

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和

　

３
年
３
月
31
日　

※
一
部
任
期
が
短

　

い
職
種
も
あ
り
ま
す
。

▽
募
集
人
数�　

１
３
０
人
程
度

※
募
集
人
数
は
予
定
で
あ
り
、
変
更
と

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
試
験
内
容　

個
人
面
接　

※
日
程
は　

担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み
方
法　

１
月
31
日
金
ま
で

に
、
申
込
書
（
役
場
に
募
集
案
内
と

共
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
各
職
種
の
担
当
課
ま
た
は

総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
）。

※
資
格
が
必
要
な
職
種
は
、
資
格
証
の

　

写
し
も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

職
種
な
ど
の
詳
細
は
、
広
報
あ
し
や

（
今
号
）
に
折
り
込
ん
だ
募
集
案
内
、

ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

人
事
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
７
４
）

町
の
任
期
付
職
員
募
集

●
図
書
館
長

▽
募
集
人
数�　

１
人

▽�

勤
務
地　

芦
屋
町
図
書
館

▽�

業
務
内
容　

図
書
館
全

般
の
管
理
運
営
、
図
書

館
事
業
・
各
行
事
の
企

画
立
案
・
実
施
、
利
用
者
対
応
な
ど

▽�

勤
務
時
間　

①
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
②
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６

時
（
①
②
と
も
に
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　

勤
務
表
に
よ
る
①
・
②

の
交
代
勤
務
（
１
週
間
あ
た
り
30
時

間
勤
務
）

※
土
日
祝
日
勤
務
あ
り

※
原
則
、
月
曜
日
・
第
４
木
曜
日
休
館

▽
賃
金　

月
額
18
万
６
９
６
７
円

▽�

応
募
要
件　

次
の
❶
～
❸
の
要
件
を

全
て
満
た
す
人

❶�

地
方
公
共
団
体
・
学
校
・
民
間
企
業

な
ど
で
管
理
職
経
験
が
５
年
以
上
あ

る
人

❷�

社
会
教
育
団
体
・
事
業
で
の
地
域
活

動
経
験
が
あ
る
人

❸
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

●
社
会
体
育
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

▽
募
集
人
数�　

１
人

▽�

勤
務
地　

総
合
体
育
館

▽�

業
務
内
容　

社
会
体
育

事
業
の
企
画
と
運
営
、

総
合
運
動
公
園
施
設
・

社
会
体
育
施
設
な
ど
の

管
理
運
営
な
ど

▽�

勤
務
時
間　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
（
休

憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　

勤
務
表
に
よ
り
、
週
４

日
勤
務

※
土
日
祝
日
勤
務
あ
り

▽
賃
金　

月
額
17
万
２
１
８
０
円

▽�

応
募
要
件　

次
の
❶
～
❸
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

❶�

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
関
す
る
仕
事
に
勤
務
経
験
が

あ
る
人

❷�

大
学
な
ど
で
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
分
野
を

専
攻
し
た
人

❸�

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
関
す
る
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

●
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ナ
ー

▽
募
集
人
数�　

１
人

▽�

勤
務
地　

総
合
体
育
館

▽�

業
務
内
容　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
受

け
付
け
・
管
理
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

指
導
な
ど

▽�

勤
務
時
間　

①
午
前
９
時
～
午
後
５

時
②
午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時
45

分
③
午
後
３
時
15
分
～
午
後
９
時
15

分
（
①
②
③
と
も
に
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　

勤
務
表
に
よ
る
①
②
③

の
交
代
勤
務
（
１
週
間
あ
た
り
32
時

間
勤
務
）

※
土
日
祝
日
勤
務
あ
り

▽
賃
金　

月
額
18
万
６
３
０
１
円

▽�

応
募
要
件　

次
の
❶
～
❸
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

❶�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
仕
事
に
勤

務
経
験
が
あ
る
人

❷�

大
学
な
ど
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す

る
分
野
を
専
攻
し
た
人

❸�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
資
格
を
持

っ
て
い
る
人

【
共
通
項
目
】

▽�

勤
務
開
始
日　

４
月
１
日
水

▽�

申
し
込
み
期
限　

１
月
24
日
金
ま
で

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

人
事
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
７
４
）

※�

申
込
書
は
、
人
事
係
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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町
民
会
館
改
修
工
事
に
関
す
る

住
民
説
明
会

【
住
民
説
明
会
】

　

改
修
工
事
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
改
修
の
一
部
に
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
工
事
を
含
む
た
め
、
作
業

内
容
と
安
全
対
策
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
22
日
水
・
午
後
７
時
か
ら

▽�

と
こ
ろ　

町
民
会
館
３
階

▽�

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
６
）

【
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
の
安
全
対
策
】

　

除
去
作
業
は
、
国
の
作
業
基
準
に
基

づ
き
、
万
全
を
期
し
て
行
い
ま
す
。

　

町
民
会
館
内
外
を
隔
離
し
、
外
気
と

遮
断
し
た
う
え
で
行
い
、
ア
ス
ベ
ス
ト
全

面
に
粉
じ
ん
飛
散
抑
制
剤
を
吹
き
付
け

た
う
え
で
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
飛
散
を
防
止
し
ま
す
。
除
去

し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
県
知
事
の
許
可
を

受
け
て
い
る
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
が
、

法
の
基
準
に
従
い
処
理
し
ま
す
。

　

な
お
、
除
去
作
業
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
町
民
会
館
内
外
に
環
境
測

定
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、除
去
前
、作
業
中
、

除
去
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
測
定
を

行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

建
築
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
６
１
）

不
法
係
留
船
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　

遠
賀
川
や
そ
の
流
域
に
係
留
さ
れ
て

い
る
不
法
係
留
船
に
よ
っ
て
、
豪
雨
時
の

災
害
発
生
の
原
因
や
そ
の
他
の
問
題
の

発
生
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
問

題
を
解
消
す
る
た
め
、
周
辺
住
民
の
皆

さ
ん
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
福

岡
県
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

は
郵
送
方
式
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
調

査
用
紙
が
届
い
た
人
は
、
お
手
数
で
す

が
回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�
対
象　

遠
賀
川
や
周
辺
河
川
の
周
辺

に
住
ん
で
い
る
３
０
０
０
人

※�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
無
作
為

に
抽
出
し
ま
す
。

▽
実
施
期
間　

１
月
17
日
金
ご
ろ
か
ら

　

発
送
し
ま
す
。
回
答
は
１
月
31
日
金

　

ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
投

　

函
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
北
九
州
県
土

整
備
事
務
所
河
川
砂
防
課
（
☎
６
９

１
局
２
８
０
８
）

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
・

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
登
録

　

令
和
２
年
度
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
（
更
新
・
新
規
）
と
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
（
更
新
・
新
規
）
の

登
録
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
27
日
月
～
２
月
７
日
金

（
た
だ
し
、
指
定
工
事
店
の
新
規
登
録

は
３
月
２
日
月
～
６
日
金
）

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

▽�

申
し
込
み　

下
水
道
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
４
９
）

※�

申
請
書
類
は
、
下
水
道
係
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、�

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　

１
月
27
日
月
・
28
日
火
の
日
没

か
ら
午
後
９
時
ご
ろ
ま
で
の
間
（
予
備

日
＝
29
日
水
・
30
日
木
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

　

毎
週
月
・
火
曜
日
の
日
没
か
ら
午
後

９
時
ご
ろ
ま
で
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

高
浜
町
公
園
Ｓ
Ｌ
（
蒸
気
機
関

車
）
保
存
作
業
の
参
加
者
募
集

　

高
浜
町
公
園
に
保
存
さ
れ
て
い
る
Ｓ

Ｌ
の
定
期
保
守
作
業
を
行
い
ま
す
。
Ｓ

Ｌ
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

２
月
２
日
日
・
午
前
10
時
か

ら
１
時
間
程
度

▽
集
合
場
所　

高
浜
町
公
園

※
公
園
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

参
加
方
法　

当
日
、
現
地
で
受
け
付
け

※�

作
業
の
し
や
す
い
服
装
、
手
袋
、
飲

み
物
を
持
参
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
８
）

芦
屋
室
町
茶
会

　

芦
屋
釜
が
使
わ
れ
た

室
町
時
代
の
茶
会
を
ア

レ
ン
ジ
し
て
、
抹
茶
を

飲
み
当
て
る
闘と
う
ち
ゃ茶
会
を

行
い
ま
す
（
事
前
予
約
が
必
要
）。
見

学
の
み
も
可
能
で
す
。

▽�

と
き　

２
月
16
日
日

　
【
１
回
目
】�

午
前
11
時
～
正
午

　
【
２
回
目
】
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
【
３
回
目
】
午
後
３
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

定
員　

各
回
８
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

中
学
生
以
上
８
０
０
円
、小

学
生
６
０
０
円

※
見
学
の
み
の
場
合
は
中
学
生
以
上
５

　

０
０
円
、小
学
生
３
０
０
円（
抹
茶
付
）

▽�

申
し
込
み　

１
月
26
日
日
～
２
月
９

日
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
は
休
園
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
局
５
８
８
１
）

お
し
ら
せ

広報あしや　2020.1.10 ⑯



▽ �問い合わせ　保険年金係（☎２２３局３５３２）みんなの 
ね・ん・き・ん

20 歳になったら国民年金
　成人式を迎えられた皆さん、おめでとうございます。
　国民年金は、年をとったときや病気やけがで障が
いが残ったときなど、いざという時の生活を、現役
世代みんなで支えようという考えでつくられた仕組
みです。
　20歳以上60歳未満の日本国内に住んでいる人は、
国民年金に加入することが義務づけられています。
　令和元年 10月以降に 20歳になった方は国民年金
加入のお知らせ、保険料の納付書が送られてきます。
なお、保険料を納めることが経済的に困難な場合に
は、保険料免除・納付猶予制度があります（※２）。
また、前年所得が基準以下の学生を対象とした保険
料納付が猶予される学生納付特例制度があります。
※�１　20 歳になった時点で厚生年金保険に加入し
ている人、またはその人に扶養されている配偶者
は、提出不要です。

※�２　保険料を未納のままにした場合、障害基礎年金
や老後の年金を受け取れなくなる場合があります。
▷問い合わせ　保険年金係（☎２２３局３５３２）

「公的年金等の源泉徴収票」が
送付されます
　令和元年中に老齢または退職を支給事由とする年
金を受けとった人には、１月中旬から２月上旬にか
けて、「令和元年分公的年金等の源泉徴収票」が日本
年金機構より送付されます。
　これは、令和元年分として支払われた年金の金額
や年金から差し引かれた所得税額などをお知らせす
るものです。
　源泉徴収票は、所得税や復興特別所得税の確定申
告などで必要ですので、大切に保管してください。
　なお、障害年金や遺族年金は非課税のため、源泉
徴収票は送付されません。
▷�問い合わせ　八幡年金事務所（☎６３１局７９６２）

民生委員が一斉改選されました
　任期満了に伴い令和元年12月３日、厚生労働大臣から芦屋町民生委員・児童委員に次の26人が委嘱され
ました。

　　　　　担当地区 担当者 　　　　　担当地区 担当者
祇󠄀園町 田中　守成 緑ヶ丘１ 廣石　勝昭
高浜町１、３～７、17 藤原　ケイ子 緑ヶ丘７ 工藤　良一
高浜町２、18～ 20 工藤　節子 新緑ヶ丘団地 山口　信博
高浜町 21～ 26 古長　撓男 浜口町１～３、７～９、月軒 松尾　シズ子
船頭町１～３、７～ 10 加藤　まゆみ 山鹿４～７、30～ 40、大字山鹿 堀川　タマエ
船頭町４～６、11～ 13 小德　薫 山鹿１～３、８～ 29 堀江　マスミ
中ノ浜８～13 山田　こずえ 柏原、丸の内 野津　享子
西浜町 10～ 17 中西　シズヱ 田屋、正津ヶ浜、はまゆう 今村　智晧
幸町２～９ 吉田　まり子 大君、後水町住、この葉 刀根　ふさ子
白浜町１～５、幸町１ 青野　壽美子 花美坂 池田　すみ子
白浜町６～８ 野﨑　昭吾 江川台 泊　イクヨ
正門町１～７ 倉住　けい子 主任児童委員 向井　米子
正門町８～15 梶原　鉄太郎 主任児童委員 泉原　久美子

【退任された民生委員・児童委員】
片山久惠さん、塩田謙治さん、益田美惠子さん、廣瀬利磨さん、秋山美惠子さん、
江藤千香子さん、石橋みゆきさん
【欠員地区】
�高浜町８～１６、中ノ浜１～７、西浜町１～９、浜口町４～６・鶴松中層、大城、粟屋

障がい者・生活支援係（☎２２３局３５３０）
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中
央
公
民
館
講
座
⑩

私
と
あ
な
た
の
命
を
守
る
ウ
ラ
ワ
ザ
講
座

　

災
害
多
発
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
。
災

害
時
に
役
立
つ
、
身
に
付
け
て
お
き
た
い

技
や
知
恵
を
、
異
な
る
年
齢
や
性
別
の
視

点
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　

２
月
９
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

▽�

講
師　

防
災
士　

江
﨑
俊
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
福
岡
市
民

の
会
）

▽�

申
し
込
み　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
中
央
公
民
館
（
☎
２
２
２
局
１
６

８
１
）
へ

※�

準
備
の
た
め
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
特
別
展

あ
し
や
ん
ナ
ー
レ
～
障
が
い
者
ア
ー
ト
展
～

▽�

と
き　

１
月
18
日
土
～
２
月
２
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
３
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
あ
し
や

▽�

内
容　

芦
屋
町
を
中
心
に
、
福
岡
県

内
よ
り
集
ま
っ
た
障
が
い
者
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ー
ト
の
作
品
展
で
す
。
そ
の
革
新
的

な
世
界
観
に
よ
る
作
品
の
数
々
を
一

斉
に
展
示
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

（
中
央
公
民
館
３
階
事
務
室
☎
２
２
２

局
１
６
８
１
）
へ

20
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

定
時
制
高
校
入
試
特
例
措
置

　

福
岡
県
立
高
校
定
時
制
課
程
で
は
、

満
20
歳
以
上
で
希
望
し
た
人
に
対
し
、
学

力
検
査
を
行
わ
ず
、
作
文
で
入
学
者
選

抜
を
行
う
特
例
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す

（
一
部
学
校
を
除
く
）。
こ
れ
か
ら
勉
強
を

始
め
て
、
高
校
卒
業
資
格
を
得
た
い
と
考

え
て
い
る
人
の
入
学
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▽�

志
願
資
格　

高
校
入
学
資
格
が
あ
る

満
20
歳
（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

以
上
の
人

▽�

願
書
配
布
場
所
・
試
験
会
場　

志
願

先
の
高
校

▽�

願
書
受
付
期
間　

２
月
13
日
木
～
20

日
木（
最
終
日
は
正
午
ま
で
受
け
付
け
）

▽�

試
験
日　

３
月
10
日
火
・
11
日
水

※�

作
文
に
加
え
て
、
面
接
を
行
う
学
校

も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
志
願
先
の
高

校
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
教
育
庁
高
校

教
育
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
３
局

３
９
０
４
）

▽�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.pref.

fukuoka.lg.jp/contents/teiji.htm
l

お
し
ら
せ

▽ �とき　２月 17 日月～３月 16 日月
の午前９時～午後４時
※�土日祝日は休み。ただし、２月 24
日月（祝日）、３月１日日は、ＡＩ
Ｍビル３階（小倉北区浅野）で申告相談を行います。

▽ところ　若松税務署（若松港湾合同庁舎２階）

※�駐車場には限りがありますので、公共交通機関を
利用してください。
◦�令和元年分の所得税の確定申告書は、３月 16日月
が提出期限です。
◦�令和元年分の消費税の確定申告書は、３月 31日火
が提出期限です。

※令和元年分＝平成31年１月１日～令和元年12月31日

▽ �とき　１月 28 日火～ 30 日木の午前９時 30 分～
午後３時 30分
※�１月 30日木は午後２時までの受け付けです。

▽ �ところ　遠賀コミュニティーセンター（遠賀町広渡）
※�次に該当する人は、還付申告センターでの受け付
けはできません。
◦事業を営む人
◦生命保険などの営業職員
◦不動産所得がある人
◦�贈与税の申告や、不動産
または株式などの譲渡所
得がある人
◦�原稿料などの収入がある
人など
※�初日は、例年大変混み合います。待ち時間が２時
間を超えることもありますので、都合がつく人は、
２日目以降に来場してください。
※�申告書提出のみの人は、若松税務署へ直接持って
いくか、郵送してください。

▽問い合わせ　若松税務署（☎７６１局２５３６）

所得税の還付申告センターを開設します若松税務署から確定申告に関するおしらせ

広報あしや　2020.1.10 ⑱



　

吉
田
家
の
男
達　

①

　

信
念
の
任
侠
政
治
家

吉
田
磯
吉
【
慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
６

月
５
日
～
昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
１
月

17
日
】

　

川か
わ
す
じ
も
ん

筋
者
と
い
わ
れ
る
勇
み
肌
の
船
頭

た
ち
の
中
か
ら
身
を
起
こ
し
、
筑
豊
炭

鉱
・
若
松
港
湾
を
基
盤
に
勢
力
を
広
げ
、

国
会
議
員
の
座
に
ま
で
昇
り
つ
め
た
磯

吉
。
抗
争
、
労
働
争
議
へ
の
介
入
、
社

会
の
裏
側
に
強き
ょ
う
じ
ん靭
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
つ
侠き
ょ
う
か
く客
の
力
を
必
要
と
し
た
、
日
本

の
近
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
訪
ね
て

み
た
い
。

　

筑
前
国
遠
賀
郡
芦
屋
村
（
現
・
福
岡

県
遠
賀
郡
芦
屋
町
）
出
身
。
父
、
徳
平
は

松
山
藩
（
現
・
愛
媛
県
松
山
市
な
ど
）
士

の
家
に
生
ま
れ
た
が
脱
藩
し
、
芦
屋
に
移

住
し
た
。
磯
吉
の
家
は
他
国
か
ら
の
落お

ち
ゅ
う
ど人

（
無む
せ
き
も
の

籍
者
）で
生
活
に
窮
き
ゅ
う
ぼ
う乏し
て
い
た
た
め

芦
屋
の
神
武
社
付
近
一
帯
（
現
・
正
門
町
）

の
松
原
の
中
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
幼
少

期
に
磯
吉
の
人
生
に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
す
人
物
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
そ
の

名
は
杉
山
茂
丸
。
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期

の
政
界
の
黒
幕
と
目
さ
れ
、
生
涯
官
職
・

名
誉
職
に
就
く
こ
と
な
く
、
怪
物
・
超
人

と
噂
う
わ
さ
さ
れ
た
、
未
だ
に
そ
の
全
容
が
解
明

さ
れ
て
い
な
い
人
物
で
あ
る
。
藩
政
当
時

か
ら
芦
屋
商
人
と
親
し
か
っ
た
福
岡
藩

士
杉
山
三
郎
平
は
、
明
治
維
新
後
博
多
か

ら
芦
屋
に
移
住
し
て
き
た
。
こ
の
三
郎
平

の
息
子
が
茂
丸
で
あ
る
。
こ
の
竹
馬
の
友

が
再
会
す
る
の
は
少
し
先
の
話
で
あ
る
。

　

徳
平
は
芦
屋
町
神
武
の
地
で
波
多
野

次
三
郎
の
娘
・
佐
久
を
妻
に
迎
え
た
。
野

菜
つ
く
り
、松
葉
か
き
な
ど
で
生
計
を
立

て
て
は
い
た
も
の
の
、
生
活
は
楽
で
は

な
か
っ
た
。
そ
の
生
活
の
な
か
で
ス
エ
、

も
ん
、磯
吉
の
三
児
が
生
ま
れ
た
。
磯
吉

は
15
～
16
歳
く
ら
い
ま
で
は
家
に
在
っ

て
母
を
手
伝
い
生
計
を
助
け
て
い
た
。16

歳
で
遠
賀
川
を
上
下
す
る
川
艜ひ
ら
たの
船
頭

に
な
っ
た
。川
艜
で
の
石
炭
輸
送
で
成
功

し
、若
松
で
顔
役
と
な
り
芦
屋
鉄
道
の
社

長
な
ど
を
勤
め
た
後
、政
治
家
を
目
指
し

た
。
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
、
憲
政
会

に
所
属
し
衆
議
院
議
員
に
当
選
。昭
和
７

（
１
９
３
２
）
年
ま
で
議
員
を
務
め
た
。

　

実
業
家
時
代
、
明
治
34
（
１
９
０
１
）

年
の
八
幡
製
鉄
所
開
設
時
の
混
乱
を
取

り
ま
と
め
、
若
松
港
の
石
炭
積
み
出
し
な

ど
に
貢
献
し
た
地
域
発
展
の
功
績
者
と

し
て
そ
の
名
を
た
た
え
ら
れ
、昭
和
35（
１

９
６
０
）
年
に
は
若
松
市
（
現
・
北
九
州

市
若
松
区
）
の
高
塔
山
公
園
に
彫
刻
家
・

佐
藤
忠
良
に
よ
る
銅
像
が
建
立
さ
れ
た
。

　

ま
た
火
野
葦
平
の
「
花
と
竜
」
に
登
場

す
る
「
磯
吉
大
親
分
」
と
は
吉
田
の
こ
と

で
、「
侠
客
の
条
件

－

吉
田
磯
吉
伝
」
の

著
者
で
知
ら
れ
る
猪
野
健
治
は
、「
近
代

ヤ
ク
ザ
」
の
祖
と
評
し
て
い
る
。
た
だ
、

磯
吉
は
九
州
の
大
親
分
と
呼
ば
れ
た
が
、

博ば
く
と徒
を
意
味
す
る
ヤ
ク
ザ
の
親
分
で
は

な
く
、遠
賀
川
流
域
の
男お
と
こ
だ
て

伊
達
の
気
性
を

表
す
川か
わ
す
じ
か
た
ぎ

筋
気
質
の
川
筋
モ
ン
の
典
型
的

な
人
物
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る
。

　

磯
吉
は
昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
１
月
17

日
に
70
才
で
死
去
、
同
26
日
に
若
松
市
浜

町
小
学
校
で
葬
儀
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日

は
雪
が
降
っ
て
い
た
が
、
会
葬
に
２
万
人

が
参
列
し
、
供
き
ょ
う
ま
い米
が
１
２
０
０
俵
、
清
酒

が
20
樽た
る

、花
輪
が
１
０
０
０
基
余
り
並
び
、

国
鉄
筑
豊
線
で
は
会
葬
者
の
た
め
、
二
等

車
を
連
結
し
た
臨
時
の
貸
切
列
車
が
出
さ

れ
、
盛
葬
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
八
十
四

▷

�

吉
田
磯
吉
翁
像

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

あ
し
や
ま
ち
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　

手
づ
く
り
の
小
物
の
ほ
か
、
衣
類
や

タ
オ
ル
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
販
売

と
、
り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ
が
町

内
産
の
冬
野
菜
を
販
売
し
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
25
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

町
民
会
館

▽�

問
い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
１
局
１
０
１
１
）

吉
田
家
の
男
達　

吉
田
磯
吉
と

吉
田
敬
太
郎　

信
念
の
政
治
家

　

芦
屋
町
で
生
ま
れ
、
明
治
の
石
炭
景

気
の
な
か
、
若
松
で
一
家
の
名
を
成
し
、

政
治
家
と
し
て
信
望
を
集
め
た
磯
吉
。

衆
議
院
議
員
在
任
中
東
条
内
閣
批
判
を

行
い
投
獄
さ
れ
、
獄
中
で
聖
書
に
出
会

い
戦
後
牧
師
と
市
長
職
を
兼
任
し
た
敬

太
郎
。
芦
屋
と
縁
の
深
い
吉
田
家
の
功

績
を
顕
彰
し
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
４
日
火
～
５
月
17
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
月

曜
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
が
休
館
。

▽
と
こ
ろ　

芦
屋
歴
史
の
里

▽�

入
館
料　

中
学
生
以
上
２
０
０
円
・

小
学
生
１
０
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
歴
史
の
里
（
☎

２
２
２
局
２
５
５
５
）
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